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平 成 2 1 年 、氷 室 町 に［ R O U T E 2 7 1 ］を オ ープ ン 。関 西
有 数の人 気ベーカリーにした 船 井さんは 、その 後 店を梅田
に 移 転 。そこも 行 列 が できる店 にしました が 、令 和 5 年 に

［ 丹 青 ］と 屋 号 を 変 えて 高 槻 に 帰 還 !  船 井 さん の こ れ ま
で の 食のキャリア 、そして高 槻 へ の思いを聞きました 。

パン店や菓子店に加えて、高級フレンチ［カランドリエ］で
は４年間勤務。「厳しくて、めっちゃしんどかったですね」と
いう食の世界の経験が、今のパン作りに生かされています。

朝10時のオープンのために、船井さんが店に出勤するの
は、深夜の1時45分頃。「試作をしたり、新しい商品を開発
したりしている時は、もう30分か1時間早く来ますね」

「赤を意味する“丹”は情熱や熱意、“青”は理論。パンを
作るのにどっちが欠けてもダメなので、その2つを駆使した
僕のパンを作りたいなと思って名付けました」と船井さん。

さまざまな店での経験が生み出すパン。 深 夜から店に出て仕込みを。

6 0 種以 上のパンを毎日お届け。

生まれ変わった屋号に込めた思い。

「朝から並んでいただいているので、できるだけたくさんパンを選んでいただきたい」と船井さんが言うように、
菓子パン系から総菜パンまで、60種以上のパンが毎日並びます。
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T A K A T S U K I  N A  H I T O

［ 丹 青 ］パ ン 職 人

昭和51年
1976年

福井県小浜市で生まれる。

平成6年
1994年

高校を卒業後、大阪へ。ガソリンスタンドを営む
会社へ就職。大阪市・上新庄の寮で暮らす。

［ROUTE271］本店を大阪市・梅田に移転。

兵庫県・西宮にあったパンの店
［ブーランジュリームッシュアッシュ］で働き始める。

平成8年
1996年

高槻・土室町のガソリンスタンド（現在は
セブンイレブン高槻土室町北店のある場所）に
副店長として赴任。

平成10年
1998年

大阪市・南船場にある［カフェ・ガーブ］で
働き始める。

高槻・氷室町に自身の店［ROUTE271］をオープン。

高槻・上田辺町（現在［丹青］がある場所）に
［ROUTE271］2号店をオープン。

高槻・上田辺町に［丹青］をオープン。

平成13年
2001年

大阪市・本町にある高級フレンチ
［カランドリエ］で働き始める。

平成15年
2003年

平成21年
2009年

平成23年
2011年

平成27年
2015年

令和5年
2023年
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船 井 高 志さん の 歩 み

一番最初の高槻との接点は、
土室町にあったガソリンスタンド。

「［サニーサイド］の

社長さんとは、今では仲良くさせて

いただいてます」と船井さん。

午前10時の

開店前の店内では、

気持ちのいい

緊張感が流れています。

「新たにチャレンジ

したかったので、

［ROUTE271］と

同じパンは

作っていません」と

船井さん。

梅田の

［ROUTE271］が

なくなり、船井さんの

パンを買えるのは

高槻だけ。

「満足いくまでは

出さないので、

なかなか新作は

出ないですね」と

船井さん。

並んでもらった

お客さんにいろいろ

選んでもらえるよう

開店時には

9割がたパンを

出すそう。

̶船井さんは、福井県の小浜出身ということですが、今店がある
高槻とはどのようにして縁がつながったんですか？

「高校を卒業して大阪に出てきて、最初はガソリンスタンドで 働い
ていたんですね。まずは上 新庄で勤 務していたのですが、高槻に
新しいスタンドができるから副店長で赴任してと言われまして。そ
こで初めて高槻と接点ができます。もう今はそのスタンドはなく、
コンビニになっています。自分で高 槻に行きたいという気 持ちで

来たわけじゃないんですけど、たまたま縁がありましたね」

̶なんと、最初に高槻で働いていたのがガソリンスタンド
だったとは意外でした。それから［ROUTE271］を高槻で
オープンさせるまでにずいぶん年月が経ちましたが、その

間はどうされていたのでしょうか？
「ガソリンスタンドを辞めて、
そこから食 の 世 界 に 入りま
す 。最 初 は 大 阪 市・南 船 場
の［カフェ・ガーブ］。お店が
できて 間 もな い 頃 で す 。パ
ティシエになりたくて、お菓
子 希 望 で入った んで すけど 、
パ ティシエは 人手 が 足りて
いてパ ンを 担 当するように
なる んで すよ 。パ ンとの 最
初の接点はそこですね」

̶またしてもたまたま……
パンとの接点が生まれるの
ですね。そこからパン道一
筋ですか？

「 いえ 、そのあと 、苦 楽 園 の

パ ティスリー や 西 宮 のブーランジュリーで 働 いて 、その 後 常 々
レストランで 働きたいと思っていたので 、大 阪 市・本 町の［ カラ
ンドリエ ］というフレン チに 行きます 。そうこうしてい るうちに
3 0 歳を 超 えた 頃 、もう１回 パ ンへ 原 点 回 帰しようと思って 、京
都の［ル・プチメック］の 御 池 店で店長をやりました」

̶本当に、関西の一流どころ
のベーカリーやパティスリー、
レストランで働いてきたわけ
ですが、その頃から独立を
考えていたのですか？

「 3 1 歳 の ときに 独 立 し よう
と 思 って 、一 度 福 井 に 帰 っ
た の で す が 、こ の 場 所 で
僕 が 学 ん で き た こ と が 生
か せ る ん か な と 疑 問 を 感
じ て し ま って 。ち ょ っ と 視
野 を 広 げようと 滋 賀 、京 都 、
大 阪 の 北 摂 ぐ ら い ま で で 物 件 を 探
し 始 め て 。そ の 頃 は 今 ま で い ろ い
ろ 経 験 し た 自 負 も あ り 、俺 な ら な
ん と で も なる は ず や！  み た い な 変
な 自 信 が ありまし た ね 」

̶平成21年に、自身の店として初めての［ROUTE271］をオープ
ンします。氷室町の阿武野小学校の前という場所に決められた
のはどういう経緯ですか？

「いろいろ探したんですけ れど、かつて働いていたガソリンスタ

ンドと近 か ったので 土 地 勘 が
あったのと、すぐ近くにパン屋
が 同じ通り沿いにあって、そこ
が人 気だったんですよね。だか
らある 程 度 は 売 れるんじゃな
いかなという計算もあって。小
学 校 の 前というの も 悪くは な
いかなと思って決めました」

̶土室町のガソリンスタンドで働いていたことが、高
槻でお店を出す大きな要因になったんですね。

「そうですね。それがなかったら、高 槻でお店は
やっていなかったでしょうね」

̶満を持して自身の店をオープンしてどうでしたか？
「半 年ぐらいは自分の給料も出ないぐらいで、自信は一 瞬で砕か
れました（笑）。オープン初日の売り上げからして微 妙 やったんで
すよ 。あれ？  って（ 笑 ）。当時は S N Sもな かったので 、雑 誌に写
真と手 紙を送って。しばらくは無 反 応でしたけど、半 年 後ぐらい
に初めて情 報 誌に載 せてもらって 、それで 集 客 が 結 構 あったん
ですよ。そこから好転し始めました」

̶その後、今の［丹青］がある場所に2号店を出すのですよね？
「 は い 。当 時 は 次 の 店 を 出 す ことな ど 全 然 考 えて な
か ったので す が 、たまたま通りがか った 時 にテ ナント
募 集 の 張 り紙 が あ って 、ここは 場 所 が い い なと 思っ
て 、すぐに 電 話して 家 賃 を 聞 いたら 、思ったより安
か った んで すよ 。すぐ 契 約しました 。ここを 2
年目ぐらいで 確 保できたのも 、パ ン屋として
好 転していくきっかけになりましたね 」

̶平成23年には北園町にベーカリーカ
フェ［コントレイル］も出店するなど、高槻市内で
順調に歩まれていたわけですが、その後本店を梅
田へ移転することになります。これはどういった
思いがあったのでしょうか？

「一番大きかったのは、すぐ近くに［サニーサイド］
がオープンするというのを風 のうわさで 聞いた
ことなんで すよ 。“えっ嘘 やろっ!  なんで高 槻 の
こんな 場 所に？”って（笑）。公 園の前やし、大き
い 店 だし 、カフェは あ るし 、駐 車 台 数 は 多 いし
… …これ は 負け てしまうなあ 。元 々移 転 するつ

もりはなかったんですけど。これはいった
ん引かんとお店がなくなってしまうと」

̶実際、［サニーサイド高槻岡本店］は、今
も人気でにぎわっていますね。

「 そのタイミング で 梅 田の 話 が 知り合
いづ てにありまして 。で もちょっと

迷った んで すよ 、大 都 会 すぎ て（ 笑 ）。一 方 で 僕 の パ ン
は 、梅 田 で も 受 け入 れ ら れ るという気 持 ち も あ って 。
今 が 打って 出 るチ ャンス な んじゃな い の 、で もリスク
も 伴 うんで ずっと 考 えて い た 。そ の 頃 結 婚 を 控 えて い
て 、妻 に『 チ ャレン ジした ほうが い い
ん じ ゃ な い 』って 後 押 し さ れ て 行 っ
た 感じ で す ね 」

̶梅田でも連日行列ができるなど、大
成功を収めるわけですが、令和5年3月
に店を閉めて、7月には［丹青］として、
高槻で再出発します。

「梅田店をずっとやっていくことはでき
たんですけど、自分を取り巻く環 境、自
分 の 考えも年を重ねるにつれて変わっ
てきました。めっちゃ売ってるお店より
も 、こぢんまりしているけど 、すごく楽
しそうにパンに打ち込 んでいる知り合
いが 、見ていて心 の 底 でうらやましい
と思ってる自 分 が いた んで すよ 。梅 田
店を やってて 、な かな かパ ンに 集中で
きないこともあったんで、一職 人として
集 中してパ ンを やりたい な あと 。心 の
しんどさよりも 、今 みたい に 朝 早く来
ていっぱいパンを作るしんどさの方を
取りたいと思って 。この 場 所 は 契 約し

たまま 残して いた の で 、ここで
やろうと決めました」

̶再び戻ってみて、船井さんにとっての高槻とはどう
いう場所ですか？

「僕自身は小浜 出身ですけど、［R O U T E 2 7 1］はメイド・
イン高 槻 。なので 、［ 丹 青 ］は 高 槻
の 星 に なりた い と 思って いま す 。
元々は 表に出るような 、俺 が 俺 が
というタイプじゃないんで すけど

（笑）。［ROUTE 271］が梅田に移
転した当初は 、“ 高 槻を裏切った”
みたいなこともよく言 われたので
すが、それは愛 情の裏 返しなんか
なとも 思ったり 。や っぱり戻って
きた時に喜んでくれた人がいっぱ
いいたのはうれしかった 。だから 、
これからもここで 輝き続けられ れ
ばいいですね」
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星になりたい

    珠玉のベーカリー

氷室町に初めて自分の店、
［ROUTE 271］をオープン。

梅田への移転と成功を経て、
再び 高槻の地へ帰 還。



今月の           船井高志さんの

好きな
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T A K A T S U K I  N A  H I T O

［パティシエールUTAKO］

中塚雅子さん

「かつてはパティシエを目指していたので、
雅子さんが独立する前に雑誌などによく
出てたのを、ケーキの大先輩として一方的
に見てました」。そう船井さんが話す中塚
雅子さんは、フランスでの修業や有名店を
経 て 高 槻 で 独 立 。船 井 さん と高 槻 で
出 会ってからは、結婚式で［パティシエー
ルUTAKO］を引き菓子にするほどの仲良
しに。「実は、ここのカスタードの味をひそ
かに真似するほど全 体的においしいの
ですけど、一番好きなのはウィークエンド。
他の店のよりもしっとりしていて食べやす
い」と船井さん。

しっとりウィークエンドを
はじめとした絶品スイーツ。

T A K A T S U K I  N A  S P O T

ロイヤルホスト
高槻店

関西でも古くからある店舗で、平屋で古風な
落ち着いた雰囲気が地元市民から愛されてい
るファミリーレストラン。「［ROUTE271］を梅
田に移転オープンする時や［丹青］を始める時、
業者さんとの打ち合わせが結構あったのでよ
く利用していました。スタッフとのミーティング
もここでやることが多いですね。それから、
一人で考え事をする時、家だとなかなかはか
どらないのでここに来ることがあります。適度
ににぎわいはありますが、落ち着いて過ご
すことができますね」と船井さん。

川西町

富田丘町

打ち合わせや考え事に
ぴったりなレストラン。

T A K A T S U K I  N A  S P O T

真上町あたりの名神高速道路

福井へ帰省する時や、京都や大阪に行く時に車で移動することが多いという船井さん。
「名神高速道路はよく利用するのですが、個人的には、高槻の真上町あたりを走る道が
一番きれいやなあと思います。なだらかな坂が真っすぐにずっと続いていて、走っていて
も気持ちいい。昼もいいですが、夜になるとさらに美しく。車が多くなるとテールランプが
あちこちできらめいていて、とても好きな光景です」

真上町

名 神 高 速 道 路 の中でも一 番 美しい 場 所 。

T A K A T S U K I  N A  S P O T

�����������
実家が庄所町で喫茶店をやっている林野昭彦さんが、トラック運転手から転職して17年前にオー
プン。多くのハンドメイド雑貨が店内に飾られて販売され、かわいらしい雰囲気に。「氷室町で店を
していた時に、近所なので通ってましたし、梅田に住んでいる時も、高槻にある妻の実家へ行く時な
どにはよく立ち寄ってました。なんせ 妻 がここのオムライスが 好きで。どこ行く？ って時に、

［Hana’s Cafe］に! ってなりますね」と船井さん。氷室町

ふんわり玉子のシンプルなオムライス。
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店 舗 は 和 風 な 趣 で 、上
宮 天 満 宮 の 大 鳥 居 脇 と
いうロケーションによく
合 って いま す 。豆 は「 天
然 の 甘みが 強くて 、その
コーヒー農 園らしさが 味
わえるもの」をセレクト。

「昔ながらのオムラ
イスで す が 、卵 は 3
個 使って、ふんわり
仕上がるようにして
います」と林野店長。
あっさりケチャップ
のチキンライスと合
わさり、やさしい 味
わい。

マドレーヌのような生地にあ
んずジャムを塗りレモンの糖
衣をまとったウィークエンド。

「フランスのエスプリを感じな
がら、日本のここだからでき
るお菓子を作っていきたい」
と中塚さん。

T A K A T S U K I  N A  H I T O

［島珈琲］ 島規之さん

「［ROUTE271］が氷室町にあった時、近所に障がい者支援施設があっ
て、そこのカフェで島さんが働いている時からの知り合い。ずっと付き
合いが続いていて、オーナー同士としてよく話をしますね。安心して話
すことができるやさしい方です」。そう船井さんが語るのは、コーヒー豆
専門店［島珈琲］のオーナー・島規之さん。高校生の時の喫茶店でのア
ルバイトをきっかけにコーヒー豆にのめりこんでいき、焙煎アーティス
トとして自家焙煎を極めようとしています。

長い付き合いとなる焙煎アーティスト。

天神町

ハナズ  カフェ

う た こ


